
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校だより 
入善町立飯野小学校 

令和４年９月２９日 

 

～あらためて 今の子供たちを考える～ 

教頭   斉藤   康 

夏休み中のお子さんはいかがでしたか。何かに熱中されたり、新たな体験に挑戦されたりと、お子さん

にとって充実した休みになったでしょうか。 

私たち教員は、子供たちの夏休み期間中に研修会へ参加して、自分を磨いています。私も富山市立速星

小学校で研修を受けてきました。そこで速星小学校 谷本和信校長が述べられた言葉がとても印象に残っ

ているので紹介させてください。「どうして子供たちは『汗をかかない。べそをかかない。恥をかかない。』

ようになってしまったのか。そこにはこれから大人に向けて生きていくために必要で大事なものが確かにあ

ったはずだ」その言葉を聞いて、私は今の子供たちを思い返してみました。たしかに、「汗をかくくらい一生

懸命に取り組むことを避けたがる。涙が出るほど本気で取り組もうとはしない。恥をかきそうなので、できそ

うにないことはしない」のような傾向の子供たちが増えているように感じました。また、今の社会を見渡すと

「簡単、楽に、便利に、効率的に、お得に・・・」等のフレーズが様々なところで使われています。社会全体が

「スマートにスタイリッシュに・・・が、かっこいい」という雰囲気を醸しているようにも感じます。谷本校長先

生が嘆いておられたことは、これらが要因なのでしょうか。 

今後、予測しにくい社会をたくましく生きていくことが私たち以上に求められる今の子供たち。社会に出

て生活していくための準備を今ここでしておくべきだと考えます。汗をかき、涙を流すくらいがんばる。始め

から上手くいくことなんてほとんどないです。とりあえずチャレンジする。恥をかいたっていいじゃないです

か。やった分だけ経験値が上がります。 

 先日行われた運動会の閉会の言葉で、私は「運動会を終わります」と言いながら子供たちを眺めていまし

た。多くの子供たちが「いい顔」をしていました。がんばった顔がそこにありました。（指揮台の上から私は

涙をこらえていました。欲を言うと子供たちが泣いていたら最高でした。）指揮台を下りて「子供たちはやれ

ばできるのだ」という思いと「子供ができないのではなく、 

私たちがやらせてなかったのではないか」という考えが浮 

かんできました。 

 学校は子供を育てる場です。ＩＣＴ等を使用しながら個に 

最適な学習を模索しております。併せて、感染症対策を講 

じながらも子供同士が直に関わり、泣き笑いできる学習も 

今一度再考していきます。そして、保護者の皆様と協働しな 

がら今の子供たちを育てていきたいと思います。 

 

 

 

＜力走を見せる子供たち＞ 



 
 
 
 さわやかな秋晴れの下、運動会を行いました。半日開催で、興味走や親子競技はありませんでしたが、今年度

は、保護者の観覧場所を設け、子供たちのがんばりを間近で応援していただくことができました。2学期に入っ

て当日までの日数がない上に、感染症の影響で全校練習が少ない中でも、子供たちは動きや手順をちゃんと理解

し、本番では、立派に運動会を行うことができました。 

全校児童が一緒になって行う学校行事は、各式以外ではこの運動会と6年生を送る会ぐらいで、とても限られ

ています。異学年交流が制限されている中、がんばっている上級生や下級生を互いに応援し合い、喜び合う姿

に、運動会はとても意義のある貴重な機会であると改めて感じました。 

PTA役員の皆様には、準備や後片付けにご協力いただき、ありがとうございました。 

  

 

 

 東部教育事務所や町教育委員会、教育センターの指導主事や先生方に、参観授

業、懇談会や協議会を通して指導をいただく訪問研修がありました。本校の担任

は、２０～３０代の若い先生方が多く、日々、学びながら実践を行っています。

授業だけでなく、学校の教育活動全体についていただいた指導助言から、自分や

本校のよさを認識したり新たな課題に気付いたりするなど、大変実りの多い研修

となりました。今後の実践にぜひ生かしていきたいと思います。 

「がんばります」誓いの言葉、力強く 両団長の声が青空に響いたエール交換 １００m走「よ～い…」高まる緊張！ 

低学年の新種目はダンス＆玉入れ 今年も吹き荒れた飯野っ子タイフーン 高学年の雄姿 鼓笛隊パレード 

たくさんのご指導をいただきました 通常学校訪問研修      ９月２０日(火） 

 

                  ＊先生方の、ほっとできるようなエピソードや一言を紹介します。 

「秋といえば…」            廣川 有香 
暑かった夏が終わり、過ごしやすい季節になりまし
た。秋といえば〇〇の秋ですね。「読書の秋」、昨年から
読書にはまっています。静かなカフェでおいしいコーヒ
ーを飲みながらの読書が私のほっとタイムです。「食欲
の秋」、大好きなモンブランをたくさん食べたいです。
「芸術の秋」、富山県内の美術館を巡り、すてきな作品
に触れて感性を磨きたいです。「スポーツの秋」、なか
なか運動が続かず・・・。皆さんはどんな秋を楽しみた
いですか。 

 

 

「大切な時間」             目澤 明佳 

 ある夜、５歳の娘がなかなか寝付いてくれず、「早く寝

てくれないかなあ」なんて思いながら、ふと窓の外を見

ると、とてもきれいな月が浮かんでいました。「あ、まん

まるのお月さま！」嬉しそうな娘。きらきら輝くきれいな

月を見て、しばらく２人でうっとりして時間を過ごしまし

た。月の光に癒されたのか、その後、娘はうとうと…す

ぐに眠りにつきました。忙しい毎日ですが、美しいもの

をただ眺めるこんな時間もすてきだなあと感じました。 

子供たちの笑顔輝く！２年ぶりに保護者観覧の運動会  ９月１０日（土） 


